
　
方
針
と

　
　
　
重
点

　
市
の

　
基
本
施
策

　
学
校
の

　
教
育
目
標

育
て
た
い

資
質
・
能
力

評
価
A
～

D

①
②

A

② A

①
②

A

①
②

B

①
④

A

③
④

A

①
②
③

B

①
③
⑤

A

①
②
③
④

A

令和７年度　高山市立南小学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　直井　秀樹　

基
本
施
策

と
の
関
わ
り

本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

３つの自慢（聞く話す・掃除・歌声）
２つの習慣（あいさつ・くつそろえ）
にチャレンジ
自治的活動を推進する

１）自治的活動の意味を理解し、進んで取り組むととも
に、よりよい方法を考えながら自治的活動に取り組
む。
児童アンケート「学校が楽しい」９０％以上

自分で決めて挑戦する

１）「なりたい自分」に向かい、自分で決めたことに挑戦
し続けるたくましさを育成する。
児童アンケート「なりたい自分に向かい自分から努力
できた」１００％

基礎基本をみがく
１）４ステージごとの生活・学習目標を設定し、半期ごと
に振り返り、評価の積み上げを行う。

学びを生活の場で活用する

１）ねらいを明確にし、行事や集会等、めあて達成のた
めの工夫を考えて、取り組む指導を行う。
児童アンケート「自分にはよいところがある」９０％以
上

思考力判断力表現力をたかめる

１）全国学力・学習状況調査平均正答率、県平均以上
を目指す。
２）家庭と学校が連携協力する「花さかウィーク」を年2
回実施し、「わかる」を実感する取り組みを目指す。

校内研究体制の充実

１）教科専門性を高める教材研究を行う。
２）研修主事が中心となりメンターチームごとに自発
的・計画的な研修を行い、教師の授業力アップを目指
す。
３）ICT教育の充実を図る。

地域の教育力を最大限に生かし、
開かれた教育課程の実践を行い、
地域社会へ発信する

１）地域の方の講話、地域での体験活動、伝統文化に
ついて学ぶ場を設定するとともに、地域への発信を行
う。

自
分
か
ら
認
め
活
か
す

学校運営協議会における主な評価内容

・子どもたちがずいぶん落ち着いて生活や学習ができている。一斉授業ではなく、児童が主体的に学び合っている姿に感動
を覚えた。ICTだけに頼らず、程よく使っていることもよい。
・子どもたちが安心して過ごせている様子が見られた。いろいろな子どもたちがいるが、学校や先生が居場所となっている。
・学校と地域が連携しながら教育活動が行われており、防災教育など必要な学びが行われている。							
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・６年生が中心となり、自分たちから考え、意欲的な活動
ができた。「３つの自慢・２つの習慣」を中心に、各委員会
が目指す姿を示し、よりよくなるための活動に取り組んだ。
児童アンケートで「学校が楽しい」と回答した児童94.2%
・「なりたい自分」の振り返りを全校児童がタブレットでプレ
ゼンをして家族に伝えるなど、家庭と連携し、めあてに向
かって取り組むことができた。児童アンケートで「なりたい
自分に向かって努力できた」と回答した児童99%
・生活と学習の目標を設定し、４つのステージごとに全校
集会で各指導部長から評価と目標について話した。委員
会とも連携して全校が同じ方向を向いて取り組むことがで
きた。

・親子学習会を行い、健康や睡眠、食育や命の大切さなど
について親子で考えることができた。
・まちづくり協議会防災部の方々から毎年各学年段階的
に防災について学んでいる。自分の命を守るためにできる
ことなどを学ぶことができた。
・地域の方々に感謝の気持ちを伝える活動「ありがとう活
動」を通して、地域に支えていただいていることに気づき、
感謝の気持ちを行動に移すことができた。
・育友会主催講演会「マジックショー」を通して、キャリア教
育について全校で学ぶことができた。
・児童アンケートで「自分にはよいところがある」と回答した
児童99%

・家庭と学校が連携、協力をする学習期間（花さかウィー
ク）の取り組みを通して、めあてと計画を自己決定し、家庭
学習に自分から取り組むことができた。
・研修主事を中心とし、職員が必要としていることを計画的
に研修し、授業力向上を目指した。ICT教育においては使
いやすいアプリを、初任者等が自発的に紹介をするなどそ
れぞれの良さが生きる研修となった。
・公開授業を通し、全職員で研究を進めることができた。児
童アンケートで「授業が分かる」と回答した児童92.3%
・これまで積み上げてきた地域の人材バンクを活用し、各
教科で地域講師から学ぶ学校独自のカリキュラムを推進
することができた。また、児童が様々な形で情報発信がで
きた。
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学びに向かう力・人間性を活かす
１）年２回親子学習会を行い、学校や家庭において学
んだことを活かすことができる。

いつでもどこでも身に付けた力を
活かす

１）「自分の命を自分で守る」ために、学校・地域が一
体となった防災教育を進める。
２）お世話になった方に感謝の気持ちを伝え、お互い
の喜びにつなげる場を設定する。


